
平成２９年１１月２７日（月）～平成２９年１２月３日（日）〔平成２９年第４８週〕の感染症発生状況

第４８週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)インフルエンザでした。

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は９．９２人と前週（８．００人）から増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は３．９２人と前週（３．９２人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。

インフルエンザの定点当たり患者報告数は２．９２人と前週（１．８４人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！
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感染性胃腸炎の報告数が増加しています！
第４８週報告数第１位

第４８週報告数第２位

感染性胃腸炎は細菌やウイルス等を原因とする感染症です。例年１２月に流

行のピークを迎え、嘔気・嘔吐、下痢、腹痛等の消化器症状があらわれます。

川崎市では、平成２９年第４８週（１１月２７日～１２月３日）の定点当た

り報告数が９．９２人となり、４週続けて報告数が増加しました。また、神奈

川県においては、平成 2９年１２月４日（月）に「ノロウイルス食中毒警戒情

報」が発令されています。

市内の複数の保育園で集団発生もみら

れ、学校・保育園等欠席者サーベイラン

ス情報によると、嘔気・嘔吐で欠席する

保育園児が多く報告されています。手洗

い等の予防対策を心がけましょう。

川崎市における感染性胃腸炎発生状況（５年間）

川崎市感染症情報発信システム（ＫＩＤＳＳ）

 手洗いの徹底

 貝類や肉類は中心部まで十分加熱する。

（８５℃～９０℃で９０秒以上）

 調理器具は使用後、洗って熱湯消毒する。

 嘔吐物や便は、次亜塩素酸ナトリウム

を利用し、適切に処理する。

学校・保育園等欠席者サーベイランス情報
【嘔気・嘔吐のある保育園児報告数※】

                    ※在籍者 100 人当たり

平成２９年１２月４日（月）

（平成 2９年１２月５日１３:００時点集計）

★ノロウイルス★

ノロロンくん

予防対策


